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 1 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 1 を参照。
 2 この遺丘は，南北方向に約 350 m，東西方向に約 330 m 広がり，周辺地表との高低差は，最大で 26 m になる（詳細に関し



























　 　 3 トレンチ I。Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 4 の地図を参照。
 4 トレンチ II並びにトレンチ III。Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 4 並びに Ohnuma/ Numoto 2001: 4 の地図を参照。
 5 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 9 を参照。
 6 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 8。
 7 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 8。
 8 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 11，Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 4–7，Ohnuma/ Numoto 2001: 3–10。
 9 Ohnuma/ Numoto 2001: 5 の図版を参照。
10 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 9–10 と Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 6 を見よ。
11 タバトゥと呼ばれている事例も一点ある（文書２，第１行）。
12 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 11–12 並びに Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 7。
13 Groneberg 1980: 243 を参照。
14 Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 7。
15 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 5–7。

































　 　18 Forrer 1921: 144。
19 Maul 1992 を見よ。





























　 　21 Maul 1992: 29, 4 を見よ。
22 Maul 1992: 29, 3–4。
23 文書３。
24 文書２。タル・ブデリからも，アッシュル・ケティ・レシェルの祖父であったアダド・ベール・アプリの短い碑文の記さ
れた煉瓦が見つかっている（Maul 1992: 45, Ziegel 7 を参照）。
25 文書４，第１行並びに第２行。文書 5–8，第１行並びに第５行。
26 Maul 1992: 15f.を見よ。さらに，文書 5–8，第21行より，ティグラトピレセル時代に紀年職を務めたムダメク・ベール在
職の年も，アッシュル・ケティ・レシェル在位時代に位置づけられる事が明らかになった。
27 文書２，第 1'行。












　今ここに確定されたマリ国王達の継承順番（アダド・ベール・ガベ一世（仮） ― エテル・ピー・アダド ― 某 
































































41 これについてはMaul 1992: 53f.を参照。
42 Freydank 1991: 49。





























　 　44 Cancik-Kirschbaum 1999。





47 Millard 1970: 172–173 並びに Pl. XXXIII–XXXIV。
48 Millard 1970: 172–173 によると，この行政文書は前12世紀の中頃に作成されたと言う。それに対し，J. N. ポストゲイト






























　 　49 Weidner 1935: 336–338，Borger 1964: 135–136，Grayson 1976: 46 並びに 49。
50 Weidner 1935: 336ff. 当該の碑文に於いてトゥクルティ・メールは，同じく「ハナ国王」の称号を持つイル・イキーシャと
いう名の父親に言及している。
51 Cavigneaux/ Ismail 1990: 327。
52 Maul 1992: 29, 4。同 39, 3 も参照。
53 これについてはMaul 1992: 50–51 を参照。
54 これを示唆するのは，王名の神名要素としてアダドが好んで選ばれたという事だけではない。多くの神々が呼び出される
場合，アダドが常に最初に（マルドゥク，シン，シャマシュの前に）言及されている事も見落としてはならない（Maul 











 （年代不明）   アダド・ベール・ガベ，マリ国王
 （年代不明） * リーシュ・ネルガル，マリ国王
　 　　　　（不確定）
　   アダド・ベール・ガベ一世（仮），マリ国王58
　 * エテル・ピー・アダド，マリ国王
















































両端部の直径は 5,2 cmから 6,6 cmほどであり，最も太くなる円筒中央部における直径はその数値より若干大き
くなる。タル・タバンにて見つかった円筒は全て当時の段階で焼成されており，中期アッシリア時代の焼成され
た粘土板に特徴的な黄みがかった象牙色をしている。タル・ブデリ出土のアッシュル・ケティ・レシェルの円筒





　 　60 表面第 5'行には，おそらくアダド・ベール・［　］という名の人物が言及されている。
61 ここで紹介する建築碑文の文体と字体は同時代の中期アッシリア王碑文のそれを指向したものだが，マリ国王達によって

























リア時代の文化層に由来する瓦礫を含む瓦解（“Middle Assyrian drifted layer”73）の中からも謄本が三点見つかっ
ている（T I-23-1＝文書５，T I-108,1 と T I-108,2＝文書７）。内２点は同一の円筒碑文謄本の断片である（文書７）。
　 　62 以下の写真を参照。Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: Pl. 23，Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: Pl. 30 下，Ohnuma/ Numoto 











71 Weidner 1952/53: 201 並びにMaul 1992: 55–62 を参照。
72 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: Fig. 6 並びに Ohnuma/ Numoto 2001: 4, Fig. 3。




― 内１点にはアダド・ベール・ガベという王名が称号と共に記されている ―75，そして土器片１点である（T II-
148-1＝文書71）。第６層からは76，碑文の記された煉瓦の断片１点77，漏斗型をした土製釘 ― 内１点には碑文が
有り78， ３点には碑文がない ― が見つかっているが，それらと並んでやはりアッシュル・ケティ・レシェル王の
ある碑文が記された円筒断片が１点発見されている（文書４）。この碑文では，ある重要な建築物を修復し拡張し
たという報告がなされている。あるいは，この建築物とはタベトゥ市の聖所，すなわち天候神アダドの神殿のこ


















　 　74 T II-146-1（＝文書14）。
75 T II-105-1（＝文書61）と T II-117-1（文書64）。
76 Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 6 と Ohnuma/ Numoto 2001: 3 を参照。
77 T III-27-1（＝文書42由来不明）。
78 T II-11-1（＝文書62）。
79 Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 6 並びに Ohnuma/ Numoto 2001: 3 を参照。
80 T II-23-1（＝文書15）と T III-38-10（＝文書17）。
81 Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 6 並びに Ohnuma/ Numoto 2001: 3 を参照。
82 タル・ブデリにおいてもアダド・ベール・アプリの碑文が記された煉瓦が一点知られている（Maul 1992: 45, 77 並びに




































91 文書２，第 1–2 行，文書３，第 1–2 行，文書４，第 2–4 行，文書 5–8，第 2–4 行。
92 文書２，第３行（四世代からなる家系），文書３，第 2–4 行（治世年代に関する付記が追加），文書４，第４行（家系の記
述なし），文書 5–8，第５行。
93 文書２，第４行，文書３，第 4–5行，文書４，第 4–6 行，文書 5–8，第 6–9 行，文書９，第 3'–4'行。
94 文書２，第 4–5 行，文書３，第 5–6 行，文書４，第 6–7 行，文書 5–8，第10–14行。文書９には欠如（？）。
95 文書２，第 5–6 行（？）。文書３，第８行を参照。文書４，第 7–10行。文書 5–8 には欠如。文書９，第 4'–5'行。
96 文書２には残っていない。文書３，第 6–9 行，文書４，第11–13行。文書 5–8，第15–17行，文書９，第 5'–8'行。
97 文書２には残っていない。文書３，第９行，文書４，第13–14行，文書 5–8，第17–18行，文書９，第 9'–10'行。
98 文書２と文書３には残っていない。文書４，第15–16行，文書 5–8，第19–20行，文書９，第10'–12'行。






































































































































































































111 Maul 1992 : 42–44, Ziegel 1–3 を参照。












瓦礫を含む瓦解（“Middle Assyrian drifted layer”）からは117， ２点見つかっている118。第６層からは，碑文の記さ
れた壁装飾土製釘の断片１点119，碑文のない断片３点が発見されている。他の壁装飾土製釘の断片は，全て，第 8b 




型をしており，元々長さ 40 cmから 50 cmはあったに違いない。下に行くに従って細くなり，先端部は尖ってい
たと考えられる123。内部が空洞になっているこの筒の直径は，漏斗型の深皿が付けられている所で，7 cmから 
8 cmになる。発見されているサンプルの漏斗型深皿は，直径 16,0 cmから 19,5 cmになる。漏斗型深皿の内面に
は，一行書きで円を描くように楔形文字碑文が刻まれている。多くのサンプルにおいて，碑文は柄の付け根部分
のすぐ近くに記されているが124，幾つかのサンプルにおいては，漏斗型深皿中部125，あるいは縁近くに記されて
いる126。円を描くように記された碑文一行の直径は，5,9 cm127 から 14,6 cm128 になる。碑文を構成する文字の底
部は，外側を向いている事もあれば129，内側を向いている事もある130。楔形文字の大きさは，基本的に縦 0,7 cm
程度になる。ただ例外的に文字が幾ばくか小さい131，あるいは大きいこともある132。
　 　113 Ohnuma/ Numoto/ Shimbo 2000: 6 を参照。
114 古代オリエントに於ける壁装飾土製釘に関しては Hemker 1993 を参照。
115 Ohnuma/ Numoto/ Okada 1999: 15 と Pl. 21 を参照。
116 文書63，文書66（エテル・ピー・アダド），文書67。














131 0,4 cmから 0,6 cmの間。












であり，高さ 4,2 cmである。その中心部に開けられた穴は，直径 4,0 cmである。もう一つのサンプルは，これ
よりも幾ばくか大きい。
　第三のタイプの壁装飾土製釘は，碑文の記されていないサンプル１点のみが知られている137。これは，中期アッ
シリア文化層の瓦礫を含む瓦解（“Middle Assyrian drifted layer”）から見つかった遺物である。土製釘頭部は，
平面で円形をしており，最大 2,0 cmにもなる厚みを持っている。この頭部が，筒型をした軸の上に乗っている。
軸は，下に行くにつれて細くなり，その先端部は尖っていたと考えられる。土製釘頭部の直径は，9,0 cmである。









　 　133 Margueron 1982: 32–33 並びに同 Abb. 9 を見よ。
134 文書68と文書69。
135 Andrae 1977: 208。同210並びに同210, Abb. 187 も参照。
136 文書69。


































































マリ国王の建築碑文が一行書きで記された平らな鉢の断片が見つかっている （文書70 写真：150頁 Fig.20）。この
鉢の直径は，18,4 cm。碑文は円を描くように記されており，その直径は 11,8 cmになる。文字の底部は，内側を
向いている。角度230度になる欠損部には，最大で25文字ほどの楔形文字を補える余地がある。碑文は，その一部
のみが残っている。そこでは，荒れ果てたある建築物をあるマリ国王 ― その名前は残念ながら分からない ― が
改修したことが報告されている。おそらく，ある神殿の改修工事ではないかと考えられる。碑文の文面は次の通
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Fig. 2（文書２）
Fig. 1（文書２）
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Fig. 3（文書３）
Fig. 4（文書４）
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Fig. 5（文書４）
Fig. 6（文書５）
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Fig. 7（文書６）
Fig. 8（文書７）
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Fig. 9（文書７）
Fig. 10（文書８）
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Fig. 11（文書９）
Fig. 12（文書９）
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Fig. 13（文書１０）
Fig. 14（１：文書３２　２：文書４０　３：文書２８　４：文書２４　５：文書１３　６：文書５２）
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Fig. 15（１：文書５３　２：文書５４　３：文書１５　４：文書２５　５：文書１４　６：文書３８　７：文書１６　８：文書２９）
Fig. 16（１：文書６７　２：文書６６　３：文書６３　４：文書６４　５：文書６２　６：文書７１）
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Fig. 17（１：文書６７　２：文書６６　３：文書６３　４：文書６４　５：文書６２　６：文書７１）
Fig. 18（文書５８）
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Fig. 20（文書７０）
Fig. 19（文書５８）
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マリ国王碑文楔形文字表
152　柴　田　大　輔
マリ国王碑文楔形文字表
中期アッシリア時代に作成されたマリ国王碑文にて用いられている楔形文字の書体全てを以下に表にしてまとめ
る。本論文において取り扱われているタル・タバン出土碑文の他，タル・ブデリ出土碑文も考慮に入れてある。
訳注）技術的な問題から，表中に用いられている独語表記は和訳していない。
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